
到
着
。
80
名
ほ
ど
の
方
々
が

集
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
鶴
岡

の
映
像
紹
介
、
帯
刀
さ
ん
の
民

話
の
語
り
、
仙
台
フ
ィ
ル
の
三

十
奏
演
奏
な
ど
で
ひ
と
時
を

す
ご
し
、
行
兵
衛
茶
屋
を
退
出

し
て
か
ら
は
大
川
小
学
校
と

さ
ん
さ
ん
商
店
街
を
案
内
し

て
い
た
だ
き
Ｔ
Ｖ
だ
け
で
は

得
ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
、
石
巻
の
方
々
か
ら
元
気

を
も
ら
っ
て
き
た
よ
う
に
思

え
て
な
り
ま
せ
ん
。
石
巻
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
蟻
坂
さ
ん
の
お
話
の

と
お
り
ご
縁
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

 

 

 

 

 鶴岡中央高校ボランティア・イン 

ターアクト部は現在、35名で活動しています。温海

のさくらマラソン大会のボランティアや赤い羽根募

金をはじめとする募金活動、児童館等でのお手伝い

等、様々なボランティア活動に取り組んでいます。

ボランティア活動は、多くの方々と関わるため、手

話教室や英会話教室を開催し、交流の幅を広げる工

夫をしています。特に手話は、力を入れて、挨拶や

自己紹介など、基本的なところから学んでいます。

地域のみなさんのお役に立てるように、今後も様々

な活動に取り組んでいきます。 
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み
ん
な
と 

行
兵
衛
茶
屋
を
た
ず
ね
て 

布
目
サ
ロ
ン 

４
月
27
日
、
活
動
を
始
め

て
半
年
あ
ま
り
の
布
目
サ
ロ

ン
12
名
と
人
権
擁
護
委
員
５

名
が
石
巻
市
の
「
み
ん
な
と
行

兵
衛
茶
屋
」
を
訪
れ
ま
し
た
。 

 

出
発
に
先
立
っ
て
手
土
産

に
御
殿
ま
り
を
考
え
て
い
る

こ
と
話
し
た
ら
「
自
筆
の
カ
ー

ド
を
つ
け
た
ら
い
い
よ
」
と
助

言
も
あ
っ
た
の
で
一
生
懸
命

カ
ー
ド
を
書
き
、
お
茶
菓
子

は
？
と
話
し
合
い
を
し
、
時
節

柄
「
花
見
団
子
」
を
お
み
や
げ

に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

朝
６
時
に
出
発
し
10
時
頃

ボランティアインターアクト部   

部長 大場
お お ば

 翔也
しょうや

 さん  

   

③活動する中で感じたこと、 

よかったこと 

正しい情報が無かった為に、 

多くの人がしなくても良い被曝 

をしてしまい 

ました。子どもを被曝させた……と自分を責め

るフクシマのお母さん達。 

 私の個人的な思いで始めた活動にサポーター

になってくださった方々、また「フクシマの人

達の為になら」と無償で空き家を提供してくだ

さった家主さん、ボランティアセンターの呼び

かけに応じ、「家」整備活動に御協力いただいた 

ボランティアさん達、様々な企画に参加してくださった方々、多

くの人達と出会う中で、人の持つ“熱”“良心”を実感しました。人は、

“熱”“良心”でつながれることを感じました。 

 

①どんな活動ですか？  

原発事故によって放射能汚染が心配される、

福島県を中心とする地域では、子ども達が安心

して戸外で遊ぶことができず、不安の中で子育

てをしなければならなくなりました。 

「子どもを放射能から守りたい」と願う家族

が一時的な保養を希望する時、鶴岡市内に善意

で貸し出してくださった民家 

で受け入れ、その「一時疎 

開と保養生活」をサポー 

トし、野外活動を企画し、 

子ども達の健康回復や成長 

発達を支援、また親子共々の 

リフレッシュを支援する活動です。 

 

 

鶴岡で活動中  福島原発事故の被災者支援活動団体 

 
※「フクシマ」とは、福島県に限らず、原発事故の影響を被った地域を指す言葉として使用しています。 

 

フクシマの子どもの未来を守る家 

代表高橋さん(前列右端)とサポーター
の一部の皆さん 

 

安心して屋外で 
遊ぶ子供達 

 

「家」の整備 
(雪囲い外し)に取り組む
ボランティアさん達 

 

④読者のかたへのメッセージ 

「守る家」が鶴岡の多くの方々の支援で運営されていることを、フク

シマの家族は、よく知っています。そしてとても感謝しておられます。 

 今後もフクシマの家族に寄り添い、支援を続けて行きますので、どう

ぞよろしくお願いします。 

 

②活動を始めたきっかけは何ですか？ 

震災後「学校利用については、年間 20

㍉シーベルトまで認める」との文科省の通

達に対し、「20 ㍉は高すぎる値だ！子ども

には危険！」と、校庭の土をかき集めて文

科省に抗議の行動を起こした福島の親達の

姿に強く心を動かされました。 

 

 

http://www.google.co.jp/imgres?q=%E7%B5%86+%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&sa=X&biw=1231&bih=656&tbm=isch&tbnid=Za9fqvnS98U1EM:&imgrefurl=http://mangatop.info/sozai/other/961/attachment/%E7%B5%86%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%97450/&docid=ZRanzigSVhC92M&imgurl=http://mangatop.info/sozai/wp-content/uploads/2011/12/%E7%B5%86%E3%82%B9%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%97450.png&w=450&h=450&ei=31qAUYyuNI3skgWyjIHYAw&zoom=1&ved=1t:3588,r:11,s:0,i:116&iact=rc&dur=2450&page=1&tbnh=182&tbnw=189&start=0&ndsp=19&tx=89&ty=143

